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３
年
目
を
迎
え
た
オ
ー
プ

ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
「
古
代
東
ア
ジ
ア

世
界
史
と
留
学
生
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
本
年
度
初
の
公
開

講
座
が
７
月
１１
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
２
０
０
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
（
社
会
知

性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
東

ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ

ー
主
催
）。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
０４

年
に
中
国
で
発
見
さ
れ
た

「
遣
唐
使
・
井
真
成
墓
誌
」

の
解
明
と
と
も
に
、
隋
、
唐

代
の
中
国
に
渡
っ
た
留
学
生

に
焦
点
を
当
て
、
東
ア
ジ
ア

世
界
史
の
な
か
で
の
歴
史
的

意
義
や
影
響
を
探
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
遣
隋

・
遣
唐
留
学
生
と
日
本
文

化
」
。
国
際
情
勢
や
大
陸
文

化
を
学
ぶ
た
め
に
十
数
回
に

わ
た
っ
て
日
本

か
ら
隋
、
唐
に

派
遣
さ
れ

た

「
公
式
使
節
」

に
つ
い
て
、
研
究
者
３
氏
が

講
演
し
た
。

荒
木
敏
夫
同
セ
ン
タ
ー
代

表
の
趣
旨
説
明
の
あ
と
、
滋

賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

学
芸
課
長
の
大
橋
信
弥
氏
が

「
小
野
妹
子
・
犬
上
御
田
鍬
と

そ
の
ふ
る
さ
と
」

に
つ
い
て
講
演
。

続
い
て
フ
ラ
ン
ス
国
立
高

等
研
究
院
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ

・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
シ
ュ
ア

教
授
が
「
遣
唐
使
―
帰
国
後

の
待
遇
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
で
、
帰
国
後
の
遣
唐
使
の

待
遇
を
、
現
代
の
貨
幣
価
値

に
置
き
換
え
て
多
方
面
か
ら

解
説
し
た
。
つ
く
ば
国
際
大

学
の
関
周
一
氏
は
「
日
本
中

世
史
研
究
か
ら
み
た
遣
唐

使
」を
講
演
し
た
。

講
演
の
後
、
会
場
か
ら
の

質
問
に
答
え
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
矢
野
建
一
、
飯
尾

秀
幸
両
同
セ
ン
タ
ー
研
究
員

の
司
会
・
進
行
で
行
わ
れ
、

質
問
が
次
々
寄
せ
ら
れ
た
。

流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
講

演
し
た
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
教
授

に
対
し
、
「
な
ぜ
、
遣
唐
使

の
研
究
に
興
味
を
持
っ
た
の

か
」
と
い
う
質
問
に
同
教
授

は
「
ド
イ
ツ
で
『
日
本
学
』

を
学
び
、
日
欧
の
関
係
を
調

べ
た
時
に
、
最
初
に
行
き
当

た
っ
た
の
が
遣
唐
使
の
存
在

だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

７
月
１０
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
法
学
部
学
術
講
演
会

「
分
権
時
代
に
お
け

る
市
政
運
営
の
課

題
、危
機
管
理
」が
開

催
さ
れ
た
。
新
潟
県

中
越
沖
地
震
（
０７
年

７
月
）
か
ら
の
復
興

を
目
指
す
、
会
田
洋

柏
崎
市
長
と
飯
塚
寿

之
柏
崎
市
議
会
副
議

長
が
講
師
と
な
り
、

小
林
弘
和
教
授
の
地
方
自
治

論
な
ど
を
受
講
す
る
学
生
を

中
心
に
、
約

６
０
０
人
が

聴
講
し
た
。

会
田
市
長

は
、
地
震
発

生
直
後
か
ら

の
県
や
国
と

の
対
応
、
避

難

所

の

問

題
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど
を
語

り
、
「
災
害
時
に
、
行
政
と

住
民
が
ど
う
連
携
す
る
か
、

日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
」
と
振
り
返

っ
た
。
さ
ら
に
「
雇
用
確
保

や
子
育
て
支
援
も
含
め
、
安

心
し
て
住
め
る
街
に
し
て
い

く
た
め
、
行
政
と
市
民
が
対

等
の
立
場
で
『
協
働
』
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
、
『
地
方

分
権
』
の
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
積
極
的
な

情
報
公
開
を
し
て
い
く
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

飯
塚
副
議
長
は
、「
地
震
発

生
時
、『
議
会
』
と
し
て
の
機

能
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
反

省
を
踏
ま
え
、
有
事
の
際
に

速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制

を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
の

復
興
状
況
と
と
も
に
、
柏
崎

市
議
会
の
改
革
に
注
目
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

大
学
院
商
学
研
究
科
が
東

京
信
用
保
証
協
会
と
連
携
し

て
実
施
し
て
い
る
共
同
公
開

講
座
の
第
４
回
「
中
小
企
業

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

が
７
月
１１
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
中
小
企

業
経
営
者
、後
継
者
の
ほ
か
、

学
生
な
ど
約
１
３
０
人
が
参

加
し
た
。

講
演
会

で
は
、
上

田
和
勇
同
研
究
科
長
が
、「
経

営
者
の
落
と
し
穴
」
と
題
し

て
、
中
小
企
業
の
特
性
か
ら

発
生
し
や
す
い
リ
ス
ク
を
述

べ
、「
リ
ス
ク
を
可
視
化
し
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
を

探
り
、
企
業
内
倫
理
を
確
立

す
る
こ
と
で
長
期
的
に
利
益

率
、
売
り
上
げ
が
向
上
し
て

い
く
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
心
の

リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

は
な
く
、
対
話
を
重
視
す
る

ソ
フ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
、
社
員
の
創
造
性
向
上
に

つ
な
が
る
」
と
報
告
し
た
。

続
い
て
高
野
国
際
会
計
事
務

所
の
高
野
仁
一
氏
が
、「
成
長

の
リ
ス
ク
と
チ
ャ
ン
ス
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
上
田
研
究
科
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
伊

藤
和
憲
商
学
部
教
授
、
高
野

氏
、
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

代
表
取
締
役
の
横
山
裕
昭
氏

が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

社
会
科
学
研
究
所
（
所
長

∥
町
田
俊
彦
経
済
学
部
教
授
）

の
定
例
研
究
会
が
７
月
２１

日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
土
屋
昌

明
経
済
学
部
、
根
岸
徹
郎
法

学
部
の
両
教
授
が
講
演
し
た
。

土
屋
教
授
は
「
フ
ラ
ン
ス

と
中
国
と
の
相
互
的
な
共
同

主
観
性
」
に
つ
い
て
報
告
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
中
国
観
（
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
）
に
対
し

て
中
国
側
の
反
応
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
献
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
中
か
ら
探
っ
た
。

根
岸
教
授
の
講
演
テ
ー
マ

は
「
日
本
に
お
け
る
ク
ロ
ー

デ
ル
像
―
大
正
末
期
の
日
本

人
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
詩

人
大
使
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ

ル
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
の

か
？
」。

戦
前
の
駐
日
フ

ラ
ン
ス
大
使
ク
ロ

ー
デ
ル
（
在
任
期

間
１
９
２
１
～
２７

年
）
の
生
涯
と
日

本
観
、
日
本
人
の

ク
ロ
ー
デ
ル
観

を
、
彼
の
詩
作
品

や
音
声
、
日
本
の

新
聞
報
道
な
ど
を

織
り
込
み
な
が
ら

紹
介
し
た
。

同
研
究
所
で

は
、
特
別
研
究
助
成
共
同
研

究
「
フ
ラ
ン
ス
と
東
ア
ジ
ア

諸
地
域
に
お
け
る
近
現
代
学

芸
の
共
同
主
観
性
に
関
す
る

研
究
」
を
進
め
て
お
り
、
本

研
究
会
は
そ
の
一
環
。

商
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
高
齢
化
の
進
展
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
な
ど
を

背
景
に
、
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
な
か
、
７
年
ぶ
り

に
川
崎
市
の
地
域
商
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
た
。

Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専
修
）
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
基
に
し
た
特
別
講
演

会
「
川
崎
市

の
新
商
業
ビ

ジ
ョ
ン
」
を

７
月
１１
日
、

サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
い
た
。

川
崎
市
地

域
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
検
討
委

員
会
委
員
長

を
務
め
た
関

根
孝
商
学
部

教
授
が
商
業
統
計
と
現
地
調

査
を
基
に
、
日
本
と
川
崎
の

小
売
業
の
現
状
と
展
望
を
解

説
。
川
崎
市
経
済
労
働
局
商

業
観
光
課
の
松
下
浩
幸
課
長

補
佐
が
、
商
業
集
積
エ
リ
ア

の
活
性
化
、
地
域
の
問
題
解

決
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
、

魅
力
あ
る
個
店
の
創
出
な
ど

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
考
え
方

と
、
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
述
べ
た
。
趙
時
英
・

非
常
勤
講
師
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
同

ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
者
な
ど
も

含
め
て
活
発
に
意
見
交
換
が

さ
れ
た
∥
写
真
。

〈
Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
第
３

期
生
募
集
〉

第
３
期
（
開
講
期
間
∥
１０

月
１２
日
（
月
）
～
１０
年
２
月

上
旬
予
定
）
の
募
集
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

不
要
。
直
接
会
場
へ
。

▽
日
時
∥
８
月
２９
日
（
土
）、

９
月
５
日
（
土
）
、
１８
時
～

１９
時
▽
場
所
∥
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス

【
第
３
期
募
集
期
間
】
９
月

９
日
（
水
）
～
１８
日
（
金
）

必
着
。

Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
係
☎
０４４
（
９２２
）
９
３
８
４

自
然
科
学
研
究
所
（
所
長

∥
近
藤
正
明
商
学
部
教
授
）

の
第
１２
回
公
開
講
演
会
「
地

震
災
害
の
予
測
と
対
策
」
が

７
月
１８
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
∥
写
真
。

最
初
に
国
土
地
理
院

い

ま

き

い

れ

の
今
給
黎
哲
郎
・
地
理

地
殻
活
動
総
括
研
究
官

が
、
「
地
震
と
そ
の
予

知
」
を
テ
ー
マ
に
地
震

の
基
礎
知
識
、
関
東
プ

レ
ー
ト
と
地
殻
変
動
な

ど
を
解
説
し
予
知
の
方

法
、
監
視
体
制
と
地
震

へ
の
備
え
を
述
べ
た
。

熊
木
洋
太
文
学
部
教

授
は
、「
地
震
災
害
を
受

け
や
す
い
土
地
、
受
け

に
く
い
土
地
」と
題
し
講
演
。

専
門
家
で
な
く
と
も
誰
で
も

簡
単
に
観
察
で
き
る
「
地

形
」
か
ら
、
あ
る
程
度
の
こ

と
が
推
測
で
き
る
と
し
、
地

震
災
害
現
象
の
起
こ
り
や
す

さ
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

首
都
大
学
東
京
の
中
林
一

樹
・
大
学
院
都
市
環
境
科
学

研
究
科
教
授
は
、「
地
震
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
講
演
。

ス
ー
パ
ー
都
市
災
害
と
称
さ

れ
る
首
都
直
下
地
震
が
起
き

た
場
合
の
被
害
想
定
を
説
明

し
、
予
防
・
復
興
対
策
の
課

題
や
、
帰
宅
困
難
者
と
い
っ

た
新
た
な
課
題
を
あ
げ
た
。

対
策
の
基
本
は
、
広
域
防
災

計
画
の
制
度
を
新
設
す
る
と

同
時
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
で
対
策
を
立
て
実
践
す
る

必
要
が
あ
る
と
語
っ
た
。

世
界
金
融
危
機
・
同
時
不
況

の
な
か
、
各
国
政
府
・
中
央
銀

行
は
異
例
と
も
い
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
、
ど
の
よ
う
な

狙
い
と
効
果
を
も
つ
の
か
。
こ

う
し
た
議
論
に
示
唆
を
与
え
る

の
が
、
平
成
不
況
、
す
な
わ
ち

「
失
わ
れ
た
１５
年
」
に
お
け
る

日
本
の
経
験
だ
。

当
時
、
金
融
政
策
は
量
的
緩

和
と
い
う
未
踏
領
域
に
踏
み
込

み
、
財
政
政
策
は
巨
額
の
減
税

と
公
共
事
業
を
行
っ
た
。
金
融

シ
ス
テ
ム
安
定
化
の
た
め
の
政

策
（
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
）は
、

不
良
債
権
の
処
理
を
先
送
り
し

つ
つ
、
銀
行
の
破
綻
処
理
や
救

済
を
行
い
、
徐
々
に
そ
の
体
系

を
整
え
た
。
本
書
で
は
、
９０
年

代
以
降
に
展
開
さ
れ
た
３
つ
の

政
策
を
総
括
し
、
そ
の
経
験
が

現
今
の
世
界
金
融
危
機
に
ど
う

生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
生
か
さ

れ
る
べ
き
か
を
考
え
る
。
（
筑

摩
書
房
・
７
８
０
円
＋
税
）

著
者
（
た
な
か
・
た
か
ゆ

き
）
経
済
学
部
教
授
。
主
な
担

当
は
財
政
金
融
政
策
。

本
書
は
、
米
国
統
治
下
の
沖

縄
に
お
け
る
住
民
を
対
象
と
し

た
職
業
保
障
に
関
す
る
法
制
度

の
形
成
と
発
展
の
過
程
を
考
察

し
、
そ
の
特
質
を
究
明
す
る
。

職
業
保
障
は
、
住
民
が
そ
の
生

存
の
基
盤
と
す
る
職
業
に
つ
い

て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
多
面
的

か
つ
総
合
的
に
保
障
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
の
全
体
を
い
う
。

普
遍
的
に
職
業
生
涯
の
全
般

を
支
え
る
学
齢
期
の
児
童
生
徒

を
対
象
と
し
た
職
業
教
育
か
ら

始
ま
り
、
就
職
後
の
労
働
災
害

や
職
業
病
に
対
す
る
補
償
、
社

会
経
済
の
変
動
に
よ
っ
て
発
生

す
る
失
業
か
ら
の
保
護
、
さ
ら

に
は
、
新
た
な
就
職
の
た
め
の

支
援
を
行
う
職
業
紹
介
、
円
滑

な
再
就
職
を
促
進
し
た
り
新
た

な
労
働
需
要
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
職
業
訓
練
な
ど
の
法

シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
る
。
著
者

は
す
で
に
前
著
『
米
国
統
治
下

沖
縄
の
社
会
と
法
』（
専
修
大
学

出
版
局
・
０５
年
）を
刊
行
し
、こ

の
時
代
の
沖
縄
の
社
会
保
障
と

法
制
度
に
関
す
る
体
系
的
な
検

討
も
行
っ
て
い
る
。（
専
修
大
学

出
版
局
・
２
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
な
か
の
・
い
く
お
）

商
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は
労

働
法
。

本
書
は
、F

o
u
n
d
a
t
i
o
n
s

o
f
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
T
h
i

n
k
i
n
g
o
n
S
e
a
P
o
w
e
r

シ

リ
ー
ズ
の
第
二
巻
で
あ
り
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ー
・
パ
ワ
ー

・
セ
ン
タ
ー
よ
り
刊
行
さ
れ
た

英
文
書
籍
で
あ
る
。
日
本
の
海

洋
能
力
を
古
代
水
軍
の
時
代
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
海
上

自
衛
隊
に
い
た
る
ま
で
、
わ
か

り
や
す
い
英
文
で
描
出
し
て
い

る
。想
定
さ
れ
る
読
者
が
、海
外

に
お
い
て
「
日
本
」を
学
習
し
よ

う
と
す
る
学
生
、
軍
人
な
ど
初

学
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら

の
興
味
と
理
解
を
促
す
た
め

に
、全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
刷
り
で
、

写
真
や
図
版
も
ふ
ん
だ
ん
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、序
章
で

日
本
の
海
洋
地
政
史
が
詳
説
さ

れ
、
付
録
に
も
詳
細
な
史
資
料

が
添
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
英

文
に
よ
る
日
本
史
全
般
の
学
習

テ
キ
ス
ト
と
し
て
日
本
人
学
生

も
活
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

共
著
者
（
さ
じ
ま
・
な
お

こ
）
経
済
学
部
教
授
、
主
な
担

当
は
英
語
。

商学研究科・東京信用保証協会共同公開講座

「中小企業のリスクマネジメント」

▼ パネルディスカッションを

進行する上田研究科長（左）
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「川崎市の新商業ビジョン」
街づくり連動の商業振興を

仏国立高等研究院教授らが講演

佐
島

直
子
ほ
か
著

「遣隋・遣唐留学生と日本文化」

▼ 会場からの質問に答

える講師の皆さん

金

融

危

機

に

ど
う
立
ち
向
か
う
か

「
失
わ
れ
た
１５
年
」の
教
訓

田
中

隆
之
著

地
震
災
害
の
予
測

と
対
策
テ
ー
マ
に

土屋、根岸両教授が講演

根岸教授

米
国
統
治
下
沖
縄

の
職
業
と
法

柏
崎
市
の
会
田
市
長
が
講
演

土屋教授

中
野

育
男
著

▲ 学生からの質問に答える

会田市長（右）
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